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典型的な沈み込み帯である東北日本弧では，低速度層の原因として高温の他に熱水の存在が考えられる．そこ

で今回は新たにＰ波とＳ波の両速度構造から温度と含水量を見積もった．温度の上昇と流体量の増加は共に地震波
速度の低下を引き起こすが，その効果はＰ波速度 Vp とＳ波速度 Vs で異なっている．低 Vp 層が低 Vs 層と必ずしも
一致しないのは，そのためである．そこで例えば Vp と Vp/Vs の 2 つの観測データを用いれば，流体と温度の効果
を別々に決定できる．物性データと地震波速度構造との比較から温度分布・流体分布について検討を行い，高温域・
流体域と火山，低周波地震，被害地震，反射面，断層との空間的な対応関係について調べる． 
 
 
地震波トモグラフィーによって，詳細な地球内部速度構造が決定されるようになった．その構造を実験室で温

度・圧力の関数として測定された岩石や鉱物の物性データと比べ，地殻・上部マントルの温度分布と溶融域分布を，
我々は調べてきた．特に東北日本弧について，トモグラフィーにより決定された３次元Ｐ波速度構造から，３次元
の温度分布・溶融域分布を調べ，その結果についてこれまでの合同大会で報告してきた． 
典型的な沈み込み帯である東北日本弧では，低速度層の原因として高温の他に流体（熱水）の存在が考えられ

る．そこで今回は新たにＰ波とＳ波の両速度構造から，温度と含水量を見積もる．温度の上昇と流体量の増加は共
に地震波速度の低下を引き起こすが，その効果はＰ波速度 Vp とＳ波速度 Vs で異なっている．低 Vp 層が低 Vs 層と
必ずしも一致しないのは，そのためである．そこで例えば Vp と Vp/Vs の 2 つの観測データを用いれば，流体と温
度の効果を別々に決定できる． 
地震波速度構造を実験室の物性データから解釈するため，Ｐ波・Ｓ波速度に及ぼす温度と流体の効果について

まず検討する．高温高圧下で蛇紋岩について実験的に決定されたＰ波・Ｓ波速度は，H2O が弾性波速度に及ぼす効
果について基礎的に重要な結果を提供している．すなわち，密封された蛇紋岩の脱水により，その系の速度はＰ波・
Ｓ波両者について，脱水後の残存鉱物-H2O 系（カンラン石-輝石-H2O 系）に関する理論計算によって見積もれると
いうことを，実験室の結果は示している．そこで地殻・上部マントルの物性に及ぼす流体の効果を加味する際に，
まず基礎的に重要なカコウ岩-H2O系，ハンレイ岩-H2O系，カンラン岩-H2O系についてH2O流体の影響を考慮する． 
そこで，温度・圧力の関数として測定されたカコウ岩とハンレイ岩の弾性波速度のデータを収集し，カンラン

岩についてはカンラン石と輝石の弾性定数から理論計算により速度を見積もった．石英-H2O 系やカンラン石-H2O
系について，実験的に観察されている孤立した球状の H2O 分布やチューブ状の分布について，H2O 流体の物性デー
タから理論的に速度に及ぼす H2O の効果を計算することができる．これによって，温度・圧力・H2O 量の関数とし
て地殻･上部マントルの Vp, Vs を得る．この物性データと地震波速度構造との比較から，地球内部，特に東北日本
沈み込み帯の温度分布・流体分布について検討を行った．また高温域・流体域と火山，低周波微小地震，内陸被害
地震，地殻内反射面，断層等との空間的な対応関係も調べ，火成活動や地震活動との関連についても検討した． 


